
２
０
２
５
年
度
関
東
支
部
総
会

�

＝
書
面
決
議
で
開
催
　「
新
緑
の
つ
ど
い
」
は
中
止
＝

　

よ
り
多
く
の
会
員
の
声
を
平
等
に
お

聞
き
す
る
と
と
も
に
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
年
会

費
振
替
口
座
の
再
登
録
に
伴
い
会
員
が

減
少
し
、
経
費
削
減
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
２
０
２
５
年
度
以
降
通
常
総

会
は
書
面
開
催
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
実
施
い
た
し
ま
し
た

「
新
緑
の
つ
ど
い
」
は
中
止
し
ま
す
。

◎�

表
決
権
行
使
書
ハ
ガ
キ
の
返
送
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

支
部
だ
よ
り
に
、
別
冊
「
総
会
特
集

号
」
と
表
決
権
行
使
書
ハ
ガ
キ
を
同
封

し
て
い
ま
す
。
左
記
の
議
案
に
対
し
て

の
表
決
（
賛
否
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

審
議
い
た
だ
く
議
案
は
、

第
１
号
議
案

①
２
０
２
４
年
度
支
部
活
動
報
告

②
２
０
２
４
年
度
事
業
収
支
決
算

第
２
号
議
案

①
２
０
２
５
年
度
運
営
計
画
（
案
）

②
２
０
２
５
年
度
事
業
収
支
予
算（
案
）

第
３
号
議
案

関
東
支
部
会
則
の
一
部
改
定
（
案
）

第
４
号
議
案

支
部
役
員
の
一
部
選
出
（
案
）

の
４
件
で
す
。

「
総
会
特
集
号
」
に
お
目
通
し
い
た

だ
き
、
表
決
権
行
使
書
に
ご
意
見
等
を

ご
記
入
の
上
、
５
月
26
日
㈪
ま
で
に
、

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
必
着
で
ご
返
送
く
だ

さ
い
。

◎
表
決
権
の
委
任

期
日
ま
で
に
「
表
決
権
行
使
書
」
が

事
務
局
に
到
着
し
な
い
場
合
、
お
よ
び

到
着
し
た
書
面
に
賛
否
の
表
示
が
な
い

場
合
は
、
表
決
権
を
支
部
長
に
委
任
し

た
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
書
面
に
よ
る
議
決
を
行
う
日

５
月
30
日
㈮
と
い
た
し
ま
す
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

　
「
会
費
」
に
は
、
概
ね
そ
の
行
事
や

親
睦
旅
行
に
関
す
る
費
用
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
本
号
か
ら
は

会
費
に
含
ま
れ
ず
、
特
に
注
意
を
要
す

る
も
の
の
み
を
記
載
し
ま
す
。

紫
陽
花
の
花
咲
く
鎌
倉
へ

　

豊
か
な
自
然
環
境
と
歴
史
の
厚
み
、

神
社
仏
閣
を
含
む
文
化
遺
産
等
、
魅
力

あ
る
街
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

６
月
11
日
㈬　

小
雨
決
行

集
合　
Ｊ
Ｒ
北
鎌
倉
駅　

９
時
30
分

行
程　

�

北
鎌
倉
駅
🚶
円
覚
寺
🚶
明
月
院

🚶
建
長
寺
🚶
鶴
岡
八
幡
宮
🚶
鎌

倉
駅
🚃
腰
越
駅
🚶
し
ら
す
や（
昼

食
／
し
ら
す
づ
く
し
定
食
）
🚶

腰
越
駅
🚃
長
谷
駅
🚶
長
谷
寺
🚶

高
徳
院
（
大
仏
）
🚶
長
谷
駅
🚃

鎌
倉
駅
（
15
時
30
分
頃
）

定
員　

15
名

会
費　

６
０
０
０
円

　
　

＊
電
車
代
は
各
自
負
担

取
消　

６
月
７
日
㈯
～　

３
０
０
０
円

　
　
　

当
日　
　
　
　
　

全
額

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

関
根　

勝
二

�

☎
０
９
０
（
９
３
０
６
）
９
５
１
９

『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』

�

ゆ
っ
く
り
歩
く
中
山
道
（
そ
の
参
）

　

今
回
は
シ
リ
ー
ズ
中
最
も
短
い
２
㎞

程
。
お
馴
染
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
案
内
で
歩
き
、
江
戸
時
代
か
ら
中
山

道
で
営
々
と
続
く
商
店
街
の
繫
栄
に
想

い
を
巡
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、
沿
道
の
Ｊ

Ｔ
Ｂ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

の
校
内
見
学
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

期
日　

６
月
12
日
㈭

集
合　
Ｊ
Ｒ
巣
鴨
駅
改
札　

10
時

行
程　

�

巣
鴨
駅
🚶
Ｊ
Ｔ
Ｂ
カ
レ
ッ
ジ
🚶

真
性
寺
（
江
戸
六
地
蔵
）
🚶
高

岩
寺
（
と
げ
ぬ
き
地
蔵
）
🚶
大

正
大
学
さ
ざ
え
堂
・
鴨
台
食
堂

（
昼
食
）　

食
後
解
散

定
員　

30
名

会
費　

３
５
０
０
円

取
消　

６
月
５
日
～　

１
７
５
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

野
萩　

勝
利

�

☎
０
９
０
（
７
９
０
０
）
２
２
１
５

＊
昼
食
は
魚
料
理
ま
た
は
肉
料
理
に
な

り
ま
す
。
申
込
時
に
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

＝
支
部
だ
よ
り
掲
載
記
事
の
変
更
＝

　

従
来
、
地
区
倶
楽
部
が
実
施
し
た
行

事
や
親
睦
旅
行
の
報
告
記
事
を
「
倶
楽

部
だ
よ
り
」
と
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
本
号
か
ら
は
支
部
だ
よ
り
の

紙
面
で
は
な
く
、
関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
み
の
掲
載
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
応
援
運

動
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員

の
皆
様
の
お
名
前
の
掲
載
も
取
り
止
め

ま
す
。

　

詳
細
は
支
部
だ
よ
り
４
月
号
巻
頭
、

「
２
０
２
５
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

っ
て　

情
報
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　

⑴
支
部
だ
よ
り
の
再
編
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

＊
印
の
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
。

実
施
日

内

容

主　

催

６
月

３
日
㈫
＊
中
之
条
ガ
ー
デ
ン
ズ
と
四
万
温
泉
日
帰
り
の
旅

北
関
東

６
日
㈮
＊「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
か
一
番
搾
り
か
」飲
み
比
べ
ツ
ア
ー

京　

葉

11
日
㈬
紫
陽
花
の
花
咲
く
鎌
倉
へ

さ
き
た
ま

11
日
㈬
ま
る
っ
と
田
無

武
蔵
野

12
日
㈭
『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』ゆ
っ
く
り
歩
く
中
山
道（
そ
の
参
）

東
京
２
３

17
日
㈫
初
め
て
の
古
典
文
学
講
座　

清
少
納
言『
枕
草
子
』の
世
界

湘　

南

24
日
㈫
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ス
旅　

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

な
ん
た
い

８
月

21
日
㈭
『
学
芸
シ
リ
ー
ズ
』歌
舞
伎
座
観
劇
会（
９
回
目
）

東
京
２
３

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

５
月

21
日
㈬
第
１
６
１
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
ロ
イ
ヤ
ル
メ
ド
ウ
Ｇ
Ｃ

な
ん
た
い

30
日
㈮
第
88
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

霞
台
Ｃ
Ｃ
筑
波
コ
ー
ス
常　

磐

６
月

13
日
㈮
第
１
３
９
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

富
士
Ｃ
笠
間
倶
楽
部

と
き
わ
路

18
日
㈬
第
１
６
２
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
Ｃ
Ｃ

な
ん
た
い

７
月

11
日
㈮
第
１
４
０
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

高
鈴
Ｇ
Ｃ

と
き
わ
路
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ま
る
っ
と
田
無

　

か
つ
て
青
梅
街
道
の
宿
場
町
と
し
て

栄
え
た
田
無
（
現
在
は
西
東
京
市
の
一

部
）
と
そ
の
周
辺
を
探
訪
し
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

京
都
の
伏
見
稲
荷
神
社
を
分
祀
し
た
東

伏
見
稲
荷
神
社
や
、
鎌
倉
時
代
創
建
の

田
無
神
社
、
真
言
宗
智
山
派
の
総
持
寺

を
参
拝
し
ま
す
。
途
中
、
80
年
前
の
驚

き
の
史
実
に
も
触
れ
ま
す
。
さ
ら
に
広

大
な
敷
地
を
占
め
る
東
大
生
態
調
和
農

学
機
構
を
訪
れ
（
景
観
の
み
の
見
学
）、

田
無
駅
近
く
で
昼
食
後
に
解
散
し
ま
す
。

比
較
的
平
坦
な
散
策
路
で
す
。

期
日　

６
月
11
日
㈬

集
合　

西
武
新
宿
線
東
伏
見
駅　

10
時

会
費　

４
５
０
０
円

締
切　

６
月
３
日
㈫

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

�

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

初
め
て
の
古
典
文
学
講
座

�

清
少
納
言
『
枕
草
子
』
の
世
界

　
「
春
は
あ
け
ぼ
の
…
」
で
始
ま
る
清

少
納
言
の
『
枕
草
子
』
は
日
本
の
随
筆

文
学
の
最
高
傑
作
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る
君

へ
」
の
紫
式
部
が
源
氏
物
語
で
「
あ
わ

れ
」
の
世
界
を
描
き
ま
し
た
が
、
枕
草

子
は
「
を
か
し
」
の
文
学
と
評
さ
れ
、

そ
の
対
比
も
興
味
津
々
で
す
。

講
師
に
は
、
国
文
学
者
の
増
淵
勝
一

先
生
を
お
迎
え
し
ま
す
。

日
時　

６
月
17
日
㈫　

10
時
～
12
時

会
場　

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
３
０

　
　
　

４
室
（
横
浜
駅
西
口
徒
歩
５
分
）

定
員　

先
着
25
名

会
費　

２
５
０
０
円

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

栗
田　

保

�

☎
０
８
０
（
５
３
８
８
）
９
９
１
６

＊
詳
細
・
会
場
へ
の
地
図
は
、
関
東
支

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
参
加
者
募
集
」
に

掲
載
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ス
旅

�

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪

　
「
奥
の
細
道
」
で
、
芭
蕉
が
14
日
間

と
最
も
長
く
滞
在
し
た
城
下
町
、
黒く

ろ

羽ば
ね

を
散
策
。
紫
陽
花
祭
り
の
芭
蕉
公
園
、

名
刹
雲う

ん

巖が
ん

寺じ

、
来
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ

「
風
、
薫
る
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
大お

お

関ぜ
き

和ち
か

ゆ

か
り
の
地
を
訪
ね
ま
す
。

期
日　

６
月
24
日
㈫

集
合　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口　

８
時
出
発

昼
食　

ホ
テ
ル
花
月
（
松
花
堂
弁
当
）

解
散　
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
口　

18
時
頃

定
員　

25
名
（
最
少
催
行
人
員
15
名
）

会
費　

９
０
０
０
円

締
切　

６
月
15
日
㈰

取
消　

６
月
16
日
㈪
～　

４
０
０
０
円

　
　
　

６
月
20
日
㈮
～　

６
０
０
０
円

主
催　

な
ん
た
い
倶
楽
部

担
当　

増
田　

信

　

☎
０
９
０
（
４
３
９
０
）
４
４
６
７

『
学
芸
シ
リ
ー
ズ
』

�

歌
舞
伎
座
観
劇
会
（
９
回
目
）

　

毎
回
好
評
の
歌
舞
伎
座
観
劇
を
今
回

も
８
月
に
企
画
し
ま
し
た
。
残
暑
厳
し

い
中
で
も
、
歌
舞
伎
で
優
雅
な
ひ
と
時

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
演
目

の
発
表
は
２
カ
月
程
前
と
な
り
ま
す
の

で
、
決
定
次
第
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
送
付
し

ま
す
。
ま
た
、
観
劇
券
は
買
取
制
の
た

め
、
取
消
料
は
７
月
１
日
か
ら
全
額
か

か
り
ま
す
（
観
劇
券
も
送
付
）。

期
日　

８
月
21
日
㈭

集
合　

歌
舞
伎
座
前　

14
時

　
　
　

�

第
２
部
を
観
劇
（
14
時
30
分
開

演
、
17
時
30
分
頃
終
演
予
定
）

会
費　

６
０
０
０
円
（
３
階
Ａ
席
）

　
　

＊
食
事
は
各
自

定
員　

40
名
（
最
少
催
行
人
員
30
名
）

締
切　

６
月
25
日
㈬

取
消　

７
月
１
日
㈫
～　

５
５
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

森　

勇
雄

同
好
会
だ
よ
り

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

３
月
の
互
選
句

３
月
の
題
は
「
花
」

名
も
知
ら
ぬ
花
に
癒
さ
れ
田
舎
道

�

手
塚　
　

実

春
が
来
た
早
く
知
ら
せ
る
花
粉
症

�

横
山　

信
之

薫
る
事
知
ら
ず
満
開
水
中
花

�

竹
田　

圭
子

木
も
花
も
友
達
に
な
る
散
歩
道

�

長
谷
川
政
榮

献
花
あ
ま
た
故
人
の
遺
徳
し
の
ば
せ
る

�

丸
木　

正
登

極
寒
に
け
な
げ
に
咲
い
た
紅
椿

�

荒
井　

春
雄

�

（
手
塚　

記
）

皐
月
会
（
俳
句
）

３
月
の
互
選
句

　

当
季
雑
詠

絵
手
紙
の
春
色
載
せ
て
届
く
午
後

�
田
中　

君
子

信
濃
路
や
振
り
向
け
ば
山
み
な
笑
ふ

�
森
山　
　

明

春
の
雷
紅
茶
に
落
と
す
ひ
と
り
言

�

高
宮　

澄
子

食は

む
独う

活ど

の
僅は

つ

か
な
苦
み
季
の
め
ぐ
り

�

安
田　
　

彰

五
七
五
を
詠
み
し
湯
舟
の
お
ぼ
ろ
月

�

森
木　

茂
子

会
員
だ
よ
り

健
康
に
つ
い
て
考
え
る

�

な
ん
た
い　

宮
本　

勲

　

今
年
の
10
月
で
喜
寿
を
迎
え
る
今
日

こ
の
頃
で
す
が
、
最
近
同
年
代
の
西
田

敏
行
さ
ん
や
、
い
し
だ
あ
ゆ
み
さ
ん
が

亡
く
な
ら
れ
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
が

し
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
我
々
の
年
に

な
る
と
健
康
を
第
一
に
考
え
な
い
と
、

難
し
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
新
聞
を
読
ん
で
い
た
ら
、
一
番

長
生
き
す
る
ス
ポ
ー
ツ
は
テ
ニ
ス
だ
と

書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
わ
か
っ
て
い
て

始
め
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
15
年

程
前
か
ら
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
仲
間
と
テ
ニ
ス

を
や
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
体
は
使
う

し
、
頭
も
使
う
の
で
、
健
康
に
は
良
い

の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
健
康
な
方
と
要
介
護
の
方
の

中
間
を
『
フ
レ
イ
ル
』
と
言
っ
て
お
り

ま
す
が
、
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
栄
養
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
と
る
こ
と
も
大
事
で
、

特
に
フ
レ
イ
ル
対
策
と
し
て
、
毎
食
た

ん
ぱ
く
質
を
と
る
こ
と
が
大
切
な
よ
う

で
す
。

　

健
康
第
一
！　

皆
さ
ん
、
１
０
０
ま

で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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せ
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び

　

支
部
だ
よ
り
４
月
号
に
お
き
ま
し
て
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
応
援
運
動
ご
協
力
者
、

11
月
旅
行
の
項
で
、
富
澤
好
乃
さ
ん
、

１
月
旅
行
の
項
で
、
市
川
佐
知
子
さ
ん

の
お
名
前
の
記
載
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
募
集
「
初
め
て
の
古

典
文
学
講
座　

清
少
納
言
『
枕
草
子
』

の
世
界
」
の
記
事
中
、「
枕
草
紙
」
と

の
誤
表
記
が
あ
り
ま
し
た
。

　

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
だ
よ
り
自
由
投
稿
は
Ｈ
Ｐ
掲
載
に

　

会
員
だ
よ
り
は
、
各
地
区
倶
楽
部
へ

の
依
頼
記
事
と
自
由
投
稿
記
事
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
度
の
支
部
だ
よ
り
再
編

に
伴
い
、
５
月
号
よ
り
、
自
由
投
稿
記

事
は
原
則
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会

員
の
広
場
」
の
み
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解
賜
り
、
引
き

続
き
ご
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

訃

報

手
塚　

祐
治
さ
ん　
（
86
歳
）

�

令
和
７
年
３
月
９
日

内
田　

一
彦
さ
ん　
（
90
歳
）

�
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謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

は
、
ご
遺
族
ま
た
は
各
地
区
倶
楽
部
の

世
話
人
よ
り
、
早
め
に
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務

局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
４
月
か
ら
は
、

関
東
支
部
よ
り
供
花
に
代
え
て
弔
意
の

品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、

支
部
だ
よ
り
４
月
号
１
ペ
ー
ジ
「
弔
意

の
表
意
の
変
更
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
関
東
支
部
だ
よ
り
６
月
号
は
休
刊
。
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